
るものと芳える。   

仏）大軸内片の割合については・時にLtこついて硫乗せ／鱒．中藤せ占  

％．後塵JJ％ヒ徴凰的なもので、またYについても、木島種皮して  

感拳杓て良男で後藤媒JJ、J妬も布つだ餌、YLについて［L 強飯せ  

J．ク％′ 中躯J7、J％．吟躯．⊇ヲ、‘％ヒ、′＼ムポ尤l卜反面中躯ボ大  

きく若干向艶が残るものY鬼えら机る．   

∫）宵鹿攻下脂肪について軋 Lよ、‘仇′Y才、ぎ㈹′YしJ、¢硯であり、  

YLカて最も劣っだ〃 しかし対現に供雨したYは終に優れた釆娩のも  

のであ．ったニL及びこ、「Lについて臥 その組合せ向の相性寒の東條虻  

あるので、今後藍に温顔しなければ未だ断定し得えなしlものと考える。   

ム）内項については、亀沢、脂肪の女麺等は、Y媒最も疲れてけだが、  

LYYLの色沢は淡く、更にYLの続束軋輯［＝粗く承っていだ。  

肉繋【jについては、Y、L Yもに各7頭づつ若干lわるいものが洩机  

かれた湘Yしだついてはこのよう夜欠息は恕恥ら九なかつだ。  

なお、食味についてにし Y．」，YLの咽でYLについて滝埠に内閣  

課ある竜のと莞えられる。   

ち、む す てバ、   
玖上総合しで、L及びYLは、rY比執し∴馳昔日数で若干匝擁し得ても、  

風樹消費草YYLについては、これに加えて均質上の向翠泉水搾るようである ■   

勿論＝のニヒは、太試験の鴎果のみから爵諭し終夜い放で看り、ノ争拐これ  

ら月見について諭重し、頼にYしについては、系線的氏、組合せについても、  

元命追究する碇重力ごちるので、今後は前項に弄し、て詣硝しモ森々の内題真に  

ついて改善すべく、雑種利同の向洛に嚢める鹿菓ボ董る。   
急ぎ、L及びYLについて鴨、飼育者琵上在来のYYととべ特に困難魚灸件  

は昆虫ら意かったニヒを付記してあ、く。  

入 監和J旨鞍盤、吸塵肉能右横定式絶（秒鰻）  

告いほ夫、菅箆東泉甑、大橋帽也、加罷巳え葛   

了．目  的   

種級り産個性に執する経済的能力を把促し能わのすぐ几た穐歎の造成蓉   

及を嘲る．   

よ 根 直 方 う宏   

当常 襲の種豚から生産二九、鼻音鮭力横直に合格した同席子取ヰから  

－4クー   



雄雌各よ敢ゲつ計¢兎妄監んでト綽七し＿下書己の占組について夷施した。  

孜あ、、飼養管捜その地検定の央施について臥 すべて啄産肉繹力検定規   

檻に絶って行つだ∴  

音．確無 二髭．耽   

蔵定歓の血統扶つぎのと宥りである。  

漁 剛   
血  哉  

父   

国  Jぎーざ－／  ー軋汀一コ9コーエーモンりユー九㌔っし  アンラリーハンサムロビンアマザ■ヮよ－£   

粛一言一よ  スイントンマイ千～ウンオブ、ラクーよ  慄裏－／Jマグ浅、ソトジョイ7／レ   

jぎーS一点  兎∫∫－よ9コーエーキゝりユーポっレ  乳頭一旨口一て／レスイン九○一ノレ   

がトづ一夏  スイントンマブチシウンオブラグーよ  東音ダーよ9ウイ／しミントンスイン   

jぎーぎ一∫  東ゴ与－j9コーエーキリノユー尤しル  テルハスイントンシ／ヾハラよ岬ら   

d8－A－ノ  スイントンマイデ‡ノ7ンオブうクーつ  アンラリー／＼ンサムロビンクマがりユーg   

横宅陳の  

璧匪吊甘  

ゴ舌、き、占  

J旨、き、／占  

J∂、J、よβ  

溺＼丘、只7  

ざ宮、≠、占  

j∂．∂、よ8   

弘 7険 定 配 線．  

（7）魔 索  

生 後 臼 今  検定所星口戦  
級  別  

内治晴  耐紬終了時紬て頑   前 期  線 湘  妄葡盲   
日   百  日  甘   匂  田  

∫旨一S－／  旨占   ／d／ 
‡よ♂g  

∫g   ムよ   ／ノ7  

Jg－5－よ   7官   ／亘β   ／9ワ   ‘よ   ∫ワ   ′／9   

せぎーS－き   7ぎ   ／ゴ0   ／声音   ∫ヱ   占3   ／／5‾   

せ好一ぶ－¢   ブタ   ／Jd   ／9j   言古   占3  ／／ぎ   

J旨－ぶ一古   ザ与   ／ラム   ／9ぎ   ∫／ J2  ／′ゴ   

ふ冒一人－J   93   ／言古   ．又／J   占P  ‘β  ／j∂  



「■  

は）飼 料 所 草 量  

細  別   
別  朝  後  鞘  全 期 呵  

消敏量  要求率  欄談隻  貫糸車  消費堅  要求率   

J旨－S－／  a∫．9K晋  よ．計ウノ  ／占よOK才  弘♂‘ゼ  よ疋79K管  タ．∫∫よ   
〃 一 〝 一よ   ぎ3、ぎ  よ、クタ∂  ／占き、7  4、β訝0  ‘⊇ゼケr  よ∫ざ0   

〃  一轟  
。一力 一づ  】旨ロ、J  よ．占∂ノ  ノ∫叉α  タ、9′7。⊇  々∫タ．ク  J、〃只／】  

ん 一ん  －∫  7吉＼，叉  よ占／／  ／∫＆ゼ  き、タメj  よ5占、ざ j、～ぎJ   

ヤ ーA－7   9⊇、9  J．♂♂コ  ／∫よ，コiJ、㌘∂g   よ＃∫、ノ ゴ、ピタ∫   一α  ぎゲ、せ  よ．79∠；  ／dよ∫  率、∂ア∫  よ《占、∂主タ、∫よ∫  
（ミ）属 昧 諦l蚕 館 線  

皇居内 屠   晋 隆 景  

町   ● 居    歩留 体長  田    皿  拡幅  面 積  貰径X，最後  間取長  l如、3％ ぎぎ、許と  ク‘、♂九  占エg花  ∫。、アと  ．Jえダ乙  ／占、ヂ  …ェgxJ、g札  ′エアL  占冒、0 タぎ．∫  7よ、9  占3、＃  イスウ  Jコ、ち ■  ー′一えj  ∫、タXよ7  ／∫、占   ‖、0 ぎ9、9  アミ生  gエミ  ゼ負7  J～、ゼ  ′∫、ム  ∫、jY 鼠ミ  ／与、／  H、9 計チワ  7g、／  ムg．9  ∫八占  せj．ふ  ′占、g  ∫、Jxき、7  ／与、∝   
、 

j 

占7、5 g9．占  7く〈．占  ．名≠、9 ‖  ∫ど．／  Jj、よ  ′¢．〟  4占Xき《  ／止、／  ま7・g行す・7  ．7き・5 u  …路⊇  ∫♂、よ  せj、タ  よ♂、£  ∫、むス免許  璽′ワ、コ 担   

与、種 玄息 欣 根 史 砿 根   

太年産の検定を・乙って¢顔以上の検直吉終了」た雄豚よ現の乾寺山直lま下   

ねのY五りであった。  

一年7－   



（J）乗J∫－よ9 コーエーキツリューポー／レ（∫脾⊇β嶺）  

頂、  目   単  位   平均噌工梗準哺差⊇変契孫数   

横魚鱗了時8今   日   ／9よ才ク土 ぎ．j叉   〟、ユ‘   

根  定  日  数   甘   

／／互．占㌃± 7．堪‘  
占、∫／％  

7日平即曽体重   汐  占ノ♂   土倉アユ∫   ∂、《d   

飼 料費東 率  せ．ゼヱ♂士  久よ／  占、／¢   

屠  肉  歩  留  ％ ，  かスコ／士 ／、㌢♂   よ、緒   

常  應  長一 Ⅱ   明．   “、♂9士 
“〟l 

よ・ダム   

亡I一スの断面礪   朗ゼ   

脂肪層   席   ¢／札   〟、′α士 β．ゴ∂  797   

の  晋   レク札   
′∫、J∫工／、ヲワ ／よ」将  

摩  三   陸   占ガと   コ、よ∫士ク、J∫l／エ古占         ユ、Nバ：針路 ／よ、j7   
平  潟   れ   J、ク7士 √〉、よぎiえ／戎   

／＼ム の 軌合   ％   JO、≠よ士 ♂、ヲ7挙ゴノ9   

7日平均   飼 料   背 隈   ／＼ムの  階妬盾  二晩  

療條更   要求率   長さ一太ミ   割 合  の啓三  評  価   

A   B   C －C   
合  

β   B B   

∫×j   阜Xよ   JX／ ふX／   ヰX／  l卯旦⊥ヱ／息 ．   

俣）スイントン、マイデシウソ、オブラ 7一よ（各便／占魂）  

項  目   単 ノ駄   平均値工慄準編産  変異係数   

検  定  F1 数   白   ／よ久∫∂± ∫、ぎj   Kぎ∫％   

橡定終了酪巳今   甘   ／9よノクエ 7jl   J、才／   

T甘辛飼塘路蔓   才  ∫ぎ占、  土よ占、47   ¢、g‾よ   

飼 舟要 求 率  息ム祁± ク、／2   J．¢／   

巌  内  本  留  宛  ∠久9占士 ／、Jコ   ／、9ゼ   

背  陛  最  Ⅱ   の几   占∫、Jβ士  人d占   ユJ牒   

ロノスの断面穫   〝が   ′7／す±  ′．7♂   チタ♂   

（シ〝乙   ¢．∂¢±  ク、《夏   ／久 汐9   

の  階姑層  慮             暫   占′別′   よ，J∂±  久J7   ／占．♂ヲ   

落 さ  吸   ク〝し   

平  治   （ン7ク乙   

／＼ム の 割合   ％   J、クコ士ク、タ／  ／∂、よ占       J、／／士 久よム  冴、∫占        ゴロ．ク古土 久ヲj  j、♂9   
ーー∴ぐこ1‾   



／日平均  飼嘲   常  陸   ／＼ムの   聡鴨居   哉i 合   

増億蚤   襲来車   長さ一太苫   執 合   の啓三   評  価   

C －B   B   巨   B   

B   C  ろ乙×／   午×j   Jク   

占、発茜執確．に伴う体各玩の発奮つ吠簸lてついて   

暗和∫∫年療産肉筋力稗史を東施しても＼ら諷眉までよ針組′／／頭り恥二  

ついて乱倫衷を稟施し、この執よ∂尺∂、∫♂人言、属び、タ♂尺才列藩埼1ニ夫々覧触  

各軸の測をを行って来たので今後の参考ヒ寸る色め一定集計左待った；  

欄 “  N I M ± S   
占j、／β±∴‘ム 

晩 長   ∫β   よ♂K才  ／／／  】 き∠、〝よ土／、ヲ友   2・よ占 ぎ  

9β   ／／ノ   ／♂ゼ、ク♂±J、‘／   且虻イ   q   

よ〃   ／／／   ∫7、タ広± ′、gよ   よ、訂β  

胸  囲  ∫∂   

タβ   空・疋±よ・フゴ   t ／／／  ぎβ、占叉士 コ．／よ   
ヲ／  ／♂、よヲ± 〃、Jぎ   

／よ、9／士♂、《／   
蓼  ∨         ■抑′  よ．占5％  

J、′旨  

ヲ∂   

皆  

株  

既   

高   

．⊇∂  

。コク   

∫♂   

．タ♂   タ．占9     9／  l       9／  ／タ、♂P± ♂、∫／  せ、よぎ！       チよ  サれ舛∵±／Hけ  ヰ、ゴユ     9よ  率9、厨〟士／、せ行  よクワ  
9（）   9／   占♂、よd±／、J牙   

よ♂   9一⊇   ／ぎ．友£±β・‘β   

簡  潔  ∫♂   クス   j‘、∫古土♂、79   

9ク   ヴ／   ガ、《7士♂、紺   

よ、よヲ  
．2♂   9．⊇   ノ∫、j∫工♂．7／   〟、‘《  

葡 帽  ＿タク   クコ   d／，5よ士ク、㌢∫   葺．チタ  

ク♂   9／   よム7∫±ク、？ム   J、千才   

よβ   タス   ／〆、せ占±♂．ダウ   j、さき  

陶  梅  タβ   タフ   よ♂、クク±♂、∂∫   ゲ、よミ  

ヲ♂   ヲ／   ∂エ4ゼ±♂、占9   よ．7よ   

一⊇ク   9よ   ／∫、ク♂± 久紳   エ占β  

後  悔  ∫♂   9よ   よク、ク‘士ク、タグ   J、ぎ♂  

ク♂   9／   コよタ7±∂、J／   よ、仏β   

一丁／－   


